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ＪＲ八高線に関する要望書 

 

 大寒の節、貴社におかれましてはますます御清栄のこととお喜

び申し上げます。 

さて、ＪＲ八高線は、町唯一の軌道系交通機関として、町の活

性化に欠くことのできない極めて重要な役割を担っております。 

町では箱根ケ崎駅を「町の顔」として位置づけ、西側を「箱根

ケ崎駅西土地区画整理事業」により整備し、着々と進展しており

ます。また、東側は東京都を主体とした駅前広場をはじめとする

周辺整備事業が完了し、駅利用客の利便性が向上しました。 

統計では通勤・通学等により、毎日約２万３千人が瑞穂町に出

入りしております。箱根ケ崎駅利用者数も平成２８年度は一日平

均４千４百人と、年々増加傾向にあります。このように交通需要

は大きいものの、八高線の本数の少なさ、深夜０時以降の運行が

無いこと、地方交通路線のため運賃が高い等の理由から、多くの

町民が八高線に不便を感じ、自家用車等を利用しているのが現状

であります。 

また、多摩都市モノレールについては、交通政策審議会の答申

の中で、「地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充実に資する

プロジェクト」の一つに、多摩都市モノレールの箱根ケ崎方面延

伸が位置付けられました。この延伸の実現による八高線との接続

は、交通利便性の向上に大きく繋がります。 

このようなことから、町民の中では八高線の運行本数の増発、

新駅の設置、車両基地の建設及び複線化等の利便性向上への期待

が非常に高まっています。 

しかしながら、平成２２年の車両基地及び拝島～箱根ケ崎駅間

の複線化計画を当面着手しないとの発表は、今後のまちづくりに

甚大な影響を与えるものであり、町及び町議会としては容認する

ことはできません。 



 
 

町及び町議会では、現在推進している箱根ケ崎駅西・殿ケ谷の

２地区に加え、箱根ケ崎駅と金子駅のほぼ中間に位置する栗原地

区の土地区画整理事業計画を進めるなど、沿線開発を積極的に進

め、貴社の事業に引き続き協力してまいりますので、一日も早い

現計画の凍結解除と事業着手について特段の御配慮を賜りますよ

う要望いたします。 

 

要 望 事 項 

１ 列車の増結や運行本数の増発等、特に朝夕のラッシュ時及び

０時台において、より一層利便性の向上を図られたい。 

２ 東京方面直通電車の増発を上下線共に図られたい。 

３ 拝島駅での八高線への乗り継ぎ時間、特に夕方～夜にかけて

待ち時間が３０分を超える便の接続の改善を図られたい。 

４ 箱根ケ崎～金子駅間に位置する「栗原地区土地区画整理事業」 

予定地内、及び東福生～箱根ケ崎駅間に新駅の設置を図られた

い。 

５ 車両基地及び拝島～箱根ケ崎駅間の複線化計画の早期実現を

図られたい。 

６ 地方交通線から幹線への昇格(運賃格差の是正)を図られたい。 

７ 朝夕ラッシュ時のホーム上の混雑等による線路上への転落防

止のため、ホームドア又は可動式ホーム柵を整備されたい。 

８ 青梅街道踏切は交通量も多く、危険な状況にあるため、利用者

の安全確保のためにも歩道設置を図られたい。 
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